
平成 28 年度第４回栃木県支部役員会議事録 

日 時：７月９日（土）9：30～11：30 

場 所：栃木県国際交流協会 会議室 

 

１．役員出席状況 

 出席者：小黒幸市、黒須重富、川上寛児、西谷元則、久芳良則（記録） 

 委任状提出者：黒川昌司、宮下治、稲葉 茂、福田一郎、篠原正美、亀田則男、 

新井達雄、谷口雅昭、羽山定治、柏崎和久 

 

２．審議事項 

（１） 総務委員会 

・第 46 回日韓技術士国際会議運営委員会交通費及び旅費支給要領」の承認について 

黒須委員長より支給要領について目的（第 1条）、交通費及び旅費（第 2条）、要領の

改廃（第 3条）の説明があった。 

・本件役員会にて承認した。 

  

３．報告事項 

（１） 企画・研修委員会 

・宮下委員長より提出の「見学会・講演会一覧」について確認した。 

 詳細についてさらに詰めていきたい。 

（２） 市貝プロジェクト 

・久芳リーダーより埼玉県小川町訪問について報告があった。 

 市貝町の今後の参考とするため NPO 風土が運営する小型メタン発酵設備と有機栽

培農家を見学した。メタン発酵設備は環境に溶け込んだ木造平屋建てで建設費用は

900 万円程度 

（３）その他 

 ・支部規定：本部に提出中であるが、現在回答はない（黒須）。 

 ・宇大企業交流会（9月 12日）は昨年に続き出展する（小黒）。 

業務委員会・広報にて対応 

 ・宇都宮商工会議所／中小再生支援協議会：技術士会の出番が少ないと感じる。今後

我々がどのように参画可能か打ち合わせを行ってゆきたい（小黒）。 

 ・市貝町関係：道の駅でまき薪割り・炭焼きイベント計画中（川上）、理科教育は小

中の先生からの反応まち（川上）、多田羅沼浄化に関しては汚染していないデータ

がある（西谷）。浄化必要性について町意見聴取予定（久芳）。芝ざくら乳酸菌計画



は高校の関心を期待して調査をしたが、高校側も手一杯とのことで、さらなる検討

が必要（西谷、久芳） 

 ・福島県環境創造センターグランドオープン：7月 23－24 日川上調査予定 

 ・事務所が 2コマから 1コマになった。キー保管者は小黒、黒須、久芳。 

 

 

 

 

議事録 署名人 

    支 部 長     小黒 幸市 

 

    議事録署名人  黒須重富 

 

議事録署名人  川上寛児 

 

書     記   久芳良則 
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